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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月1日(2017.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査型の位相コントラスト放射線撮影システムであって、
　台座と、
　前記台座に対して移動可能なアームと、
　前記アームにおける取付部内の１以上の格子を含む干渉計のアセンブリと、
　放射線を発生するＸ線源と、
　前記アームに取り付けられると共に、前記放射線を前記干渉計の格子との相互作用の後
に受けるべく走査運動で移動可能な検出器であって、当該位相コントラスト放射線撮影シ
ステムが使用される際に一連の読出情報にわたって該検出器により検出可能なドリフトす
るモアレの強度パターンを生成する検出器と、
　前記アーム及び／又は前記干渉計の取付部に力を印加して、前記走査運動の前又は間に
前記アーム及び／又は前記干渉計の取付部の剛性を変化させるように動作し、前記格子の
少なくとも２つの間に相対運動を付与することにより前記モアレの強度パターンの局部的
な縞の位相を変化させる能力を提供するリジダイザと、
を有する、位相コントラスト放射線撮影システム。
【請求項２】
　前記リジダイザが、前記アーム及び／又は前記干渉計のアセンブリを間に係合させる少
なくとも１対の顎部を備え、前記モアレの強度パターンの所望の量のドリフトを達成する
ために前記印加される力の量を選択的に調整することを可能にするクランプアクチュエー
タとして構成される、請求項１に記載の位相コントラスト放射線撮影システム。
【請求項３】
　前記リジダイザが手動で操作可能である、請求項１又は請求項２に記載の位相コントラ
スト放射線撮影システム。
【請求項４】
　前記クランプアクチュエータが、前記取付部に係合してユーザが前記印加される力の量
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を離散的ステップで選択的に調整することを可能にする１以上のキャリパを備えたマイク
ロメータ装置を含む、請求項２又は請求項３に記載の位相コントラスト放射線撮影システ
ム。
【請求項５】
　前記リジダイザが、前記アーム及び／又は前記干渉計取付部に取り付けられたバイメタ
ルシートから形成される、請求項１ないし４の何れか一項に記載の位相コントラスト放射
線撮影システム。
【請求項６】
　前記リジダイザの動作の間に前記一連の読出情報を表示ユニットに供給して、前記モア
レの位相が前記印加される力に伴いどの様に変化するかの視覚的レンダリングを実現する
ビデオ信号発生器を有する、請求項１ないし５の何れか一項に記載の位相コントラスト放
射線撮影システム。
【請求項７】
　前記検出器の前記一連の読出情報を入力すると共に、
　前記ドリフトするモアレの強度パターンの複数の位相、並びに／又はｉ）ピクセル当た
りの強度及びii）ピクセル当たりの視認性の少なくとも一方を含む複数の校正パラメータ
について解くことにより前記読出情報を測定信号モデル関数に当てはめる、
校正モジュールを有する、請求項１ないし６の何れか一項に記載の位相コントラスト放射
線撮影システム。
【請求項８】
　当該位相コントラスト放射線撮影システムがマンモグラフィスキャナシステム又はコン
ピュータトモグラフィ（ＣＴ）スキャナシステムである、請求項１ないし７の何れか一項
に記載の位相コントラスト放射線撮影システム。
【請求項９】
　干渉計を含む走査型の位相コントラスト放射線撮影装置により供給されるデータを処理
する方法であって、当該方法は、
　ドリフトするモアレパターンを一緒に記録する一連の検出器読出情報を入力するステッ
プであって、前記読出情報は空白走査の間に前記装置の検出器における複数の検出器ピク
セルにより検出され、前記ドリフトが前記走査の動作の間に前記干渉計の少なくとも２つ
の格子の間の相対運動により生じるステップと、
　前記ドリフトするモアレパターンの複数の位相、並びに／又はｉ）ピクセル当たりの強
度及びii）ピクセル当たりの視認性の少なくとも一方を含む複数の校正パラメータについ
て解くことにより前記読出情報を測定信号モデル関数に当てはめるステップと、
　前記アームの及び／又は前記干渉計の取付部の剛性を調整して、前記モアレパターンの
ドリフトの量を制御するステップと、
を有する、方法。
【請求項１０】
　前記当てはめるステップが、ピクセル当たりのピクセル変位について解くステップを含
む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記空白走査に関する前記検出器読出情報に位相回復処理を適用して少なくとも１つの
補正位相コントラスト画像を生成するステップ、
を有する、請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　撮像されるべき被写体を走査して該被写体に関する検出器読出情報を取得するステップ
と、
　前記被写体の位相コントラスト画像を得るために該被写体の検出器読出情報に位相回復
処理を適用するに際して前記少なくとも１つの補正位相コントラスト画像を使用するステ
ップと、
を有する、請求項９ないし１１の何れか一項に記載の方法。
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【請求項１３】
　処理ユニットにより実行された場合に、前記位相コントラスト放射線撮影装置に請求項
９ないし１２の何れか一項に記載の方法のステップを実行させるようにシステムを制御す
る、コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のコンピュータプログラムを記憶した、コンピュータ読取可能な媒体
。
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